
 
 
 
 

地方創生伴走支援制度による令和８年度の取組を開始します 
 
１ 趣旨 

  国では、令和７年度から、地方創生2.0の推進に向け、「国家公務員がその経験を活かし

て、自らの仕事を行いつつ地方創生に携わり、課題を抱える中小規模の自治体に寄り添っ

た伴走支援を実施する」地方創生伴走支援制度を開始しました。 

  当市では、令和７年度に本制度の採択を受け、３名の支援官による支援をいただきなが

ら、市の産業振興・企業誘致等の取組を進めています。 

  今般、当市が支援継続（第２期）自治体に選定されたことに伴い、支援官が来訪し、令

和８年度の取組開始に向けて関係部長等との協議を行います。 

 
２ 地方創生伴走支援制度の概要 

  ・各府省庁の本省職員が、職務経験等を活かして中小自治体の多様な課題に対し「伴走

支援」を実施 

  ・自治体の課題を踏まえ、内閣官房・内閣府において、各府省庁の公募職員（若手～シ

ニア）をマッチングし、「伴走支援チーム」を編成 

  ・「定期的なオンライン会議＋現地へ足を運ぶ」ことにより「顔が見え、熱が伝わる」

実効性ある支援を展開 

  ・現場経験を積む機会として国の職員の「人材・政策力育成」にも寄与 

  

３ 支援チーム（支援官） 

所属府省庁 役職 氏名 

国土交通省 課 長 級 石川  亨 氏 

内 閣 官 房 課 長 級 白水 伸英 氏 

文部科学省 課長補佐級 古田  匠 氏 

    ※支援官３名は令和７年度から変更なし 

  

４ 日時等 

  日 時：令和８年５月14日（木）午後４時 ※ 

  場 所：大船渡市役所 応接室 

  出席者：石川支援官、白水支援官 

      市企画政策部長、農林水産部長等 

  ※事前の市内視察等の状況により時間が前後する場合がありますのでご了承ください。 
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令和８年５月 12 日（火） 
担当：企画政策部デジタル戦略課 

DX推進係（内線 210） 


